
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の走査信号線と、第１の映像信号線と、第２の映像信号線と、複数の薄膜トランジ
スタとを有する第１の液晶表示パネルと、
　第２の走査信号線と、第３の映像信号線と、複数の薄膜トランジスタとを有する第２の
液晶表示パネルと、
　前記第１の液晶表示パネルの前記第１の映像信号線と、前記第２の液晶表示パネルの第
３の映像信号線とを接続する配線を有するフレキシブル基板と、
　前記第１の液晶表示パネルの前記第１の走査信号線と前記第１の映像信号線と前記第２
の映像信号線と接続され、前記フレキシブル基板が有する配線を介して前記第２の液晶パ
ネルの前記第２の走査信号線に接続される駆動回路とを有する液晶表示装置であって、
　前記駆動回路は前記第２の映像信号線の一方の端部接続されており、前記第２の映像信
号線の他方の端部には容量調整素子が設けられており、
　前記フレキシブル基板には、スリットが設けられていることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項２】
　第１の走査信号線と、第１の映像信号線と、第２の映像信号線と、複数の薄膜トランジ
スタとを有する第１の液晶表示パネルと、
　第２の走査信号線と、第３の映像信号線と、複数の薄膜トランジスタとを有する第２の
液晶表示パネルと、
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　前記第１の液晶表示パネルの前記第１の映像信号線と、前記第２の液晶表示パネルの第
３の映像信号線とを接続する配線を有するフレキシブル基板と、
　前記第１の液晶表示パネルの前記第１の走査信号線と前記第１の映像信号線と前記第２
の映像信号線と接続され、前記フレキシブル基板が有する配線を介して前記第２の液晶パ
ネルの前記第２の走査信号線に接続される駆動回路とを有する液晶表示装置であって、
　前記駆動回路は前記第２の映像信号線の一方の端部接続されており、前記第２の映像信
号線の他方の端部には容量調整素子が設けられていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　第１の走査信号線と、第１の映像信号線と、第２の映像信号線と、複数の薄膜トランジ
スタとを有する第１の液晶表示パネルと、
　第２の走査信号線と、第３の映像信号線と、複数の薄膜トランジスタとを有する第２の
液晶表示パネルと、
　前記第１の液晶表示パネルの前記第１の映像信号線と、前記第２の液晶表示パネルの第
３の映像信号線とを接続する配線を有するフレキシブル基板と、
　前記第１の液晶表示パネルの前記第１の走査信号線と前記第１の映像信号線と前記第２
の映像信号線と接続され、前記フレキシブル基板が有する配線を介して前記第２の液晶パ
ネルの前記第２の走査信号線に接続される駆動回路とを有する液晶表示装置であって、

　前記第１の走査信号線は前記第１の液晶表示パネルの第１の辺に沿って設けられており
、
　前記第２の走査信号線は、前記第１の液晶表示パネルの前記第１の辺と対向する第２の
辺に沿って設けられた配線を介して前記駆動回路に接続されていることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項４】
　前記駆動回路は前記第１の液晶表示パネル用の第１の共通電圧と、前記第２の液晶表示
パネル用の第２の共通電圧とを出力することを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載
の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記駆動回路は昇圧回路を備え、前記昇圧回路は前記第１の液晶表示パネル用の第１の
共通電圧と、前記第２の液晶表示パネル用の第２の共通電圧とを出力し、

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置に係わり、特に、携帯型表示装置に用いられる液晶表示装置の駆
動回路に適用して有効な技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＳＴＮ（ uper wisted ematic）方式の液晶表示装置、あるいはＴＦＴ（ hin ilm ra
nsistor）方式の液晶表示装置は、ノート型パソコン等の表示装置として広く使用されて
いる。これらの液晶表示装置は、液晶表示パネルと、液晶表示パネルを駆動する駆動回路
を備えている。
【０００３】
そして、このような液晶表示装置は、携帯電話機等の携帯用端末装置の表示装置としての
使用が急速に増加している。液晶表示装置を携帯用端末装置の表示装置として用いる場合
には、従来の液晶表示装置に比べて、さらに低コスト化、小型化、高画質化、低消費電力
化が望まれる。さらに、液晶表示装置を携帯電話機等の表示装置として利用する場合に、
１台の携帯電話機に２枚の液晶表示パネルを搭載したものが実用化されている。
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　前記駆動回路は前記第２の映像信号線の一方の端部接続されており、前記第２の映像信
号線の他方の端部には容量調整素子が設けられており、

　前記昇圧回路は外部信号により昇圧する倍率を変更可能なことを特徴とする請求項１乃
至３の何れかに記載の液晶表示装置。
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【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
携帯電話機等の携帯用端末装置の表示装置は、画像付きメール等の普及に伴い、画像表示
機能のさらなる向上が望まれている。また、１台の携帯電話機に２枚の液晶表示パネルを
搭載した場合にも、２枚の液晶表示パネル両方共に、高画質、高精細化等、高い画像表示
機能が求められている。また、携帯端末であることから低消費電力化が求められており、
さらには、コスト競争力の強化も重要な課題である。
【０００５】
携帯端末装置の小型化に伴う問題点として、液晶表示装置の駆動回路を実装するスペース
が減少することがあげられる。さらに、実装方法に関して、携帯端末装置では、装置の中
心線と表示画面の中心とが重なる配置方法である所謂画面センター化の要望があり、駆動
回路を実装する位置が制限され、配置に考慮が必要である。さらには、従来の液晶表示装
置では、表示画面の隣合う２辺に駆動回路が設けられていたが、１辺にのみ駆動回路を実
装する所謂３辺フリー化の強い要望もある。また、実装面積の縮小及び、低コスト化のた
めに、実装部品の削減の必要もある。
【０００６】
特に、１台の携帯電話機に２枚の液晶表示パネルを搭載した場合に、それぞれの液晶表示
パネルに、駆動回路や各種部品を設ける必要があり、実装面積が増加するといった問題が
生じていた。
【０００７】
さらに、携帯電話機のように不特定多数の利用者による使用が想定される機器では、通常
とは異なる使用方法がとられた場合にも安定した動作が望まれている。そのため、携帯電
話機の電源である電池が抜け落ちた場合等の不測の事態にも、画面に残像が表示されず、
通常に電源をオフとした場合に近い動作が要求されている。
【０００８】
本発明は、前記従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、本発明の目的は
、小型の液晶表示装置を用いる機器において、２枚の液晶表示パネルを搭載した場合に、
最適な駆動回路を実現する技術を提供することにある。
【０００９】
本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によっ
て明らかにする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記の通
りである。
【００１１】
２枚の液晶表示パネルと、駆動回路とを備える液晶表示装置であって、駆動回路を一方の
液晶表示パネルに搭載し、該駆動回路が搭載された液晶表示パネルの１辺に出力端子を設
け、前記出力端子と他方の液晶表示パネルとを配線で接続することで、前記駆動回路によ
り２枚の液晶表示パネルを駆動するとともに、前記駆動回路から２枚の液晶表示パネルそ
れぞれに適した共通電圧が出力され、前記他方の液晶表示パネルには前記配線を介して共
通電圧が供給される。
【００１２】
さらに、駆動回路は、２つの液晶表示パネルに最適な共通電圧を供給するために、２つの
共通電圧を出力可能な電源回路を有する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、実施の形態を説明す
るための全図において、同一機能を有するものは同一符号を付け、その繰り返しの説明は
省略する。
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【００１４】
図１は、本発明の実施の形態の液晶表示装置の基本構成を示すブロック図である。同図に
示すように、本実施の形態の液晶表示装置は、第１の液晶表示パネル１と、第２の液晶表
示パネル２００と、駆動回路５０とから構成される。これらの液晶表示パネルを携帯電話
機に用いる場合には、第１の液晶表示パネル１はメインパネルとして用いられ、第２の液
晶表示パネル２００は機器の背面に設けられるサブパネルとして用いられる。
【００１５】
第１の液晶表示パネル１及び第２の液晶表示パネル２００には複数の走査信号線（または
ゲート信号線）ＧＬと映像信号線（またはドレイン信号線）ＤＬとが、各々並列して設け
られている。走査信号線ＧＬと映像信号線ＤＬとの交差する部分に対応して画素部１１が
設けられる。複数の画素部１１はマトリックス状に配置され（図示せず）表示領域８及び
、表示領域９を形成している。各画素部１１には、画素電極１２と薄膜トランジスタ１０
が設けられている。この画素電極１２、薄膜トランジスタ１０等が設けられたＴＦＴ基板
２と、カラーフィルタ等が形成されるフィルタ基板（図示せず）とを、所定の間隙を隔て
て重ね合わせて液晶表示パネルが形成される。両基板間の周縁部には枠状にシール材が設
けられており、両基板を貼り合わせると共に、シール材の一部に設けた液晶封入口から両
基板間のシール材の内側に液晶が封入、封止される。
【００１６】
従来、サブパネルの主な使用目的は文字を表示することであった。そのため、サブパネル
には画質の劣る液晶表示パネルが用いられていた。しかしながら、サブパネルがカメラ付
携帯電話機においてファインダーとして使用されるなど、サブパネルにもメインパネル同
様の画質が要求されている。そのため、本発明では第２の液晶表示パネル２００もＴＦＴ
方式の液晶表示パネルを用いることとした。
【００１７】
従って、第１の液晶表示パネル１および、第２の液晶表示パネル２００共に画素部に薄膜
トランジスタ１０が設けられている。各画素の薄膜トランジスタ１０は、ソースが画素電
極１２に接続され、ドレインが映像信号線ＤＬに接続され、ゲートが走査信号線ＧＬに接
続される。この薄膜トランジスタ１０は、画素電極１２に表示電圧（階調電圧）を供給す
るためのスイッチとして機能する。画素電極１２と対向電極１５との間に電圧を印加する
ことにより、液晶分子の配向方向等が変化し、それに伴い液晶層の光に対する性質が変化
することを利用して表示が行われる。ＴＦＴ方式の液晶表示パネルは、薄膜トランジスタ
１０がスイッチとして働き、画素電極１２に電圧を保持する方式であることから、コント
ラストが高い等、高画質の液晶表示パネルが実現できる。
【００１８】
なお、ソース、ドレインの呼び方は、バイアスの関係で逆になることもあるが、ここでは
、映像信号線ＤＬに接続される方をドレインと称する。また、本実施の形態は、対向電極
１５がＴＦＴ基板２に設けられる所謂横電界方式の液晶表示パネルにも、対向電極１５が
フィルタ基板に設けられる所謂縦電界方式の液晶表示パネルにも同様に適用される。
【００１９】
液晶表示パネル１および、液晶表示パネル２００を駆動、表示するように、走査信号線Ｇ
Ｌ、映像信号線ＤＬと、対向電極１５には、駆動回路５０から信号が供給される。駆動回
路５０は、液晶表示パネル１のＴＦＴ基板２を構成する透明性の絶縁基板（ガラス基板、
樹脂基板等）に搭載（または形成）される。また、駆動回路５０は、ＴＦＴ基板２に設け
られた映像信号線ＤＬ、走査信号線ＧＬ、第１の液晶表示パネル用の対向電極配線１６、
第２の液晶表示パネル用の対向電極配線１７とに電気的に接続されている。なお、駆動回
路５０は、半導体集積回路（ＬＳＩ）であるが、ＴＦＴ基板２とは別の基板に形成される
場合は、ＴＦＴ基板２に直接搭載されるか、ＴＣＰ（ Tape Carrier Package)により搭載
される。また、ＴＦＴ基板２と同じ基板に直接形成された半導体回路により構成されるこ
とも可能である。
【００２０】
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駆動回路５０は、映像信号線ＤＬに階調電圧を供給し、走査信号により薄膜トランジスタ
１０のオン・オフを制御して、画素電極１２に階調電圧を書き込むように働き、さらに対
向電極１５に共通電圧を供給する。また、駆動回路５０はコントローラの機能を有してお
り、外部のＣＰＵ等（図示せず）から信号が供給されている。そのため、入力端子３４が
設けられ、外部からの信号が入力端子３４を介して入力し駆動回路５０に供給される。外
部から入力したクロック信号、ディスプレイタイミング信号、水平同期信号、垂直同期信
号等の各表示制御信号および表示用デ－タ（Ｒ・Ｇ・Ｂ）を基に、駆動回路５０は液晶表
示パネルを制御・駆動する信号を作成する。
【００２１】
以下簡単に駆動回路５０の動作を説明すると、駆動回路５０は、外部信号からフレーム開
始指示信号（ＦＬＭ、以下スタート信号とも呼ぶ）およびシフトクロック（ＣＬ１）を形
成し、１水平走査時間（以下１Ｈとも呼ぶ）毎に、順次液晶表示パネル１及び液晶表示パ
ネル２００の各走査信号線ＧＬにＨｉｇｈレベルの選択走査電圧（走査信号）を供給する
。これにより、液晶表示パネル１及び液晶表示パネル２００の各走査信号線ＧＬに接続さ
れた複数の薄膜トランジスタ１０が、１水平走査時間１Ｈの間導通する。
【００２２】
また、駆動回路５０は画素が表示すべき階調に対応する階調電圧を映像信号線ＤＬに出力
する。薄膜トランジスタ１０がオン状態になると、映像信号線ＤＬから階調電圧（映像信
号）が画素電極１２に供給される。その後、薄膜トランジスタ１０がオフ状態となること
で画素が表示すべき映像に基づく階調電圧が画素電極１２に保持される。
【００２３】
駆動回路５０は液晶表示パネル１だけではなく、液晶表示パネル２００も駆動している。
そのため、駆動回路５０が設けられた液晶表示パネル１から液晶表示パネル２００へも信
号が供給される。符号２１は走査信号の出力端子で配線２５により液晶表示パネル２００
側の入力端子２７に接続されている。そのため、液晶表示パネル１には、液晶表示パネル
２００の走査信号を供給するために配線３５が形成されている。また、符号２２は映像信
号用の出力端子であり、液晶表示パネル２００に供給される階調電圧が、この出力端子２
２から出力する。そのため、駆動回路５０に接続された映像信号線ＤＬは表示領域８内の
薄膜トランジスタ１０に接続されるだけではなく、さらに、表示領域８外にまで延在して
出力端子２２にも接続されている。
【００２４】
なお、液晶表示パネル２００に設けられた映像信号線ＤＬの数に比べて、液晶表示パネル
１の映像信号線ＤＬの数が多い場合には、液晶表示パネル２００に接続されない映像信号
線ＤＬが存在する。図１では、映像信号線ＤＬｎ＋１以降が液晶表示パネル２００に接続
されないが、それらの映像信号線は、配線容量が液晶表示パネル２００に接続される映像
信号線ＤＬｎ等と異なる。そのため、液晶表示パネル２００に接続されない映像信号線に
は、配線容量調整素子２４が設けられている。
【００２５】
液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とを駆動する方法は、例えば、液晶表示パネル
１の走査信号線ＧＬ１－１から始まり、順に走査信号線ＧＬ１－ｍまで走査して、さらに
続けて液晶表示パネル２００の走査信号線ＧＬ２－１から走査信号線ＧＬ２－ｋまで走査
するといった、あたかも１枚の液晶表示パネルを駆動するかのような方法が可能である。
このとき、映像信号線ＤＬには階調電圧が出力されるが、走査信号線ＧＬ２－１からＧＬ
２－ｋまでが走査されている間には、液晶表示パネル１に設けられた映像信号線ＤＬにも
、液晶表示パネル２００に供給される階調電圧が出力される。
【００２６】
また、駆動回路５０には、対向電極１５に第１の液晶表示パネル用の対向電極配線１６と
、第２の液晶表示パネル用の対向電極配線１７とが電気的に接続されている。液晶表示パ
ネル１には対向電極配線１６に接続された出力端子２３が設けられ、出力端子２３と液晶
表示パネル２００に設けられた入力端子２９とが配線２５で接続される。
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【００２７】
本願発明が適用される液晶表示装置においては、液晶層に印加する電圧の極性を周期的に
反転させる交流化駆動が行われている。交流化駆動を行う目的は直流電圧が液晶に印加さ
れることによる劣化を防止するためである。ただし、交流化駆動を行っても微小な直流成
分が液晶層に印加される場合が生じる。そのような場合に、対向電極に印加される共通電
圧を調整して直流成分を解消する。そのため、各液晶表示パネル毎に最適な共通電圧値が
設定されることとなる。
【００２８】
前述したように、液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とは、同じ駆動回路５０によ
って駆動されているが、直流成分が生じる原因は画素電極１２と対向電極１５とに印加さ
れる電圧の差だけではないため、同じ駆動回路５０により駆動されても液晶表示パネル１
と液晶表示パネル２００とに生じる直流成分は微妙に異なる。そのため、液晶表示パネル
１と液晶表示パネル２００には個別に最適な共通電圧が供給される。
【００２９】
最適な共通電圧が設定されていないと、表示にはフリッカという現象が発生し、著しく表
示品質を低下させる。駆動回路５０からは液晶表示パネル１用と液晶表示パネル２００用
の２つの共通電圧が出力可能となっており、また２つの共通電圧の微調整が可能である。
そのため、各液晶表示パネルのフリッカが減少するようにそれぞれの共通電圧を個別に微
調整することで、液晶表示パネル１用と液晶表示パネル２００用の２つの最適な共通電圧
が供給可能となり、フリッカ等の表示品質の低下を防ぐことができる。
【００３０】
図１に示す液晶表示装置では、液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とを、共通の駆
動回路５０によって駆動可能とすることで、駆動回路を実装する面積の削減による小型化
や、部品の共通化による低コスト化が可能となっている。また、液晶表示パネル１と液晶
表示パネル２００とに、共通の信号を出力するだけではなく、２つの液晶表示パネルに特
有な共通電圧を出力することで、２つの液晶表示パネルを同じ駆動回路で駆動しても良好
な表示が可能である。
【００３１】
次に、図２に液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とをフレキシブル基板２６を用い
て接続した概略平面図を示す。フレキシブル基板２６には接続端子が設けられており、液
晶表示パネル１に設けられた出力端子２１、２２、２３および、液晶表示パネル２００に
設けられた入力端子２７、２８、２９とに異方性導電膜等を用いて電気的に接続されてい
る。このフレキシブル基板２６により各出力端子、入力端子との間が電気的に接続され、
液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００との間で信号が伝達可能になっている。
【００３２】
なお、各端子は狭ピッチで多数並設されており、図示することが困難なため、図中、各端
子は両端の端子を示し、各端子の記載は省略している。また、携帯電話機ではフレキシブ
ル基板を折り曲げて、液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とを導光板の表裏に設け
る利用形態がとられるが、図をわかり易くするために、液晶表示パネル１と液晶表示パネ
ル２００とを同一平面に記載した。
【００３３】
図２において、液晶表示パネル１に搭載された駆動回路５０は、走査信号線駆動回路５８
と映像信号線駆動回路５７とに分割された場合を示している。液晶表示パネル１にはサブ
パネル走査信号用配線３５が設けられており、走査信号線駆動回路５８から出力したサブ
パネル走査信号用配線３５は、走査信号用出力端子２１に接続している。さらに走査信号
用出力端子２１からは液晶表示パネル２００に供給される走査信号が出力し、フレキシブ
ル基板２６を介して液晶表示パネル２００の入力端子２７に走査信号が伝達される。液晶
表示パネル２００には走査信号用配線３６が設けられており、入力端子２７から各走査信
号線ＧＬに接続している。なお、液晶表示パネル１用にも同様に走査信号用配線３６が設
けられており、液晶表示パネル１の下辺に設けられた走査信号線駆動回路５８から各走査
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信号線ＧＬとの間を接続している。
【００３４】
また、走査信号線駆動回路５８からは、液晶表示パネル１用の対向電極配線１６と、液晶
表示パネル２００用の対向電極配線１７とが出力し、映像信号線駆動回路５７とＴＦＴ基
板２との間を通るように配線されている。対向電極配線１６は液晶表示パネル１の対向電
極に接続され、対向電極配線１７はＴＦＴ基板２の走査信号用配線３６が設けられた辺と
対向する辺（図中右側の辺）に沿って配線され、出力端子２３に接続されている。さらに
、液晶表示パネル２００用の対向電極配線１７は、フレキシブル基板２６を介して液晶表
示パネル２００の対向電極に接続されている。
【００３５】
図２では、液晶表示パネル２００の表示領域９と駆動回路５０との間には、液晶表示パネ
ル１の表示領域８が存在するため、液晶表示パネル２００を駆動する配線は、サブパネル
走査信号用配線３５のように、表示領域８の周囲に設けられることとなる。ただし、映像
信号線ＤＬは液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とで共通に利用されることで、表
示領域８内に配線され、さらに表示領域８外まで延在させて液晶表示パネル２００まで配
線可能となっている。なお、表示装置としては、表示領域以外の部分の面積は小さい方が
良いため、表示領域周囲のサブパネル走査信号用配線３５等が設けられる領域もできる限
り小さくなるように考慮されている。
【００３６】
符号３０はフレキシブル基板で、駆動回路５０に入力する信号、電源電圧等が供給されて
いる。また、符号５１はコンデンサで駆動回路５０の昇圧回路等で用いられる。また、符
号５６は可変抵抗器で共通電圧の微調整に用いられる。
【００３７】
なお、映像信号線駆動回路５７からは、液晶表示パネル２００に階調電圧が出力されてお
り、映像信号線ＤＬ（２）により液晶表示パネル１に階調電圧を供給すると共に、液晶表
示パネル２００にも階調電圧を供給している。液晶表示パネル２００の中心線４３と、液
晶表示パネル１との中心線４４とがなるべく重なるように、液晶表示パネル２００にも階
調電圧を供給する映像信号線ＤＬ（２）は液晶表示パネル１の中央部の映像信号線が用い
られている。そのため、映像信号線ＤＬ（２）が設けられる領域の両端に、液晶表示パネ
ル２００に接続されない映像信号線ＤＬ（１）が設けられている。
【００３８】
フレキシブル基板２５は柔軟な素材からなり、折り曲げることが可能である。そのため、
フレキシブル基板２５を折り曲げ、液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００とは、１枚
の導光板を挟んで、該導光板の２つの面にそれぞれ設けられることが可能である。また、
フレキシブル基板２５には折り曲げ易いように、スリット３９が設けられている。
【００３９】
図３に、液晶表示パネル１用の走査信号線駆動回路５８と液晶表示パネル２００用走査信
号線駆動回路５９とが映像信号線駆動回路５７を挟んで設けられる実施例を示す。図中左
側の液晶表示パネル１の辺には、走査信号用配線３６が設けられ走査信号線駆動回路５８
と各走査信号線ＧＬとの間を接続している。また、液晶表示パネル１の右側の辺にはサブ
パネル走査信号用配線３５が設けられており、走査信号線駆動回路５９から出力したサブ
パネル走査信号用配線３５は、走査信号用出力端子２１に接続している。さらに走査信号
用出力端子２１からは液晶表示パネル２００に供給される走査信号が出力し、フレキシブ
ル基板２６を介して液晶表示パネル２００の入力端子２７に走査信号が伝達される。
【００４０】
図３に示すように、走査信号線駆動回路５８と走査信号線駆動回路５９とを映像信号線駆
動回路５７を挟んで設けると、表示領域８の左右両端部に走査信号用配線３６とサブパネ
ル走査信号用配線３５とを別々に設けることができる。また、走査信号線駆動回路５８と
走査信号線駆動回路５９と映像信号線駆動回路５７とは、１つの駆動回路５０として一体
に形成することも可能である。
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【００４１】
なお、図示していないが、走査信号線駆動回路５８からは液晶表示パネル１用の共通電圧
と、走査信号線駆動回路５９からは液晶表示パネル２００用の共通電圧が出力しており、
それぞれの液晶表示パネルに最適な共通電圧が供給されている。
【００４２】
図４に、フレキシブル基板２６に駆動回路５０を搭載し、液晶表示パネル１と液晶表示パ
ネル２００との間に設ける実施例を示す。駆動回路５０からは、図中下側へ液晶表示パネ
ル１用の信号と、図中上側へ液晶表示パネル２００用の信号が出力する。
【００４３】
駆動回路５０が、液晶表示パネル１の表示領域８と液晶表示パネル２００の表示領域９と
の間に設けられているため、液晶表示パネル１に設けられる液晶表示パネル２００用の信
号配線が省略可能で、液晶表示パネル１にはサブパネル走査信号用配線３５が設けられて
いない。そのため、配線領域が減少し小型化が可能である。また、フレキシブル基板２６
にはコンデンサ５１、可変抵抗器５６等の部品も搭載されている。符号３８は外部接続用
配線部で、外部機器に接続されるように外部に伸びている。このため、入力用のフレキシ
ブル基板が兼用となり、部品点数も減少している。
【００４４】
図４に示す駆動回路５０においては、１つの出力から、図中下側へ配線され液晶表示パネ
ル１に接続されると共に、同じ出力から図中上側へ配線され液晶表示パネル２００に接続
することで、１つの出力を共通に利用することが可能である。ただし、液晶表示パネル１
用と液晶表示パネル２００用とに別々の出力を形成しても良い。さらに、フレキシブル基
板２６上に液晶表示パネル１用の駆動回路と、液晶表示パネル２００用の駆動回路として
、複数の駆動回路を搭載することも可能である。
【００４５】
なお、図示していないが、駆動回路５０からは液晶表示パネル１用の共通電圧と、液晶表
示パネル２００用の共通電圧が出力しており、それぞれの液晶表示パネルに最適な共通電
圧が供給されている。
【００４６】
図５に、液晶表示パネル１の液晶表示パネル２００側の辺に駆動回路５０を搭載する実施
例を示す。図４と同様に駆動回路５０は液晶表示パネル１の表示領域８と液晶表示パネル
２００との間に設けられており、駆動回路５０からは、図中下側へ液晶表示パネル１用の
信号と、図中上側へ液晶表示パネル２００用の信号とが出力する。また、図４と同様に液
晶表示パネル１に設けられる液晶表示パネル２００用の信号配線が省略可能で、液晶表示
パネル１にはサブパネル走査信号用配線３５が設けられていない。
【００４７】
図５に示す駆動回路５０においても、１つの出力から、図中下側へ配線され液晶表示パネ
ル１に接続されると共に、同じ出力から図中上側へ配線され液晶表示パネル２００に接続
することで、１つの出力を共通に利用することが可能である。また、液晶表示パネル１用
と液晶表示パネル２００用とに別々の出力を形成することも可能である。
【００４８】
なお、図示していないが、駆動回路５０からは液晶表示パネル１用の共通電圧と、液晶表
示パネル２００用の共通電圧が出力しており、それぞれの液晶表示パネルに最適な共通電
圧が供給されている。
【００４９】
次に図６、図７を用いて、走査信号線駆動回路５８の出力の順番と、走査信号線ＧＬとの
関係を示す。まず、図６（ａ）に示すように、液晶表示パネル１の走査信号線の数が１７
６本で、液晶表示パネル２００の走査線数が６４本の場合、走査信号線駆動回路５８は、
出力数が２４０で出力ｇｏ１から出力開始して、順番に走査信号線ＧＬ１－１からＧＬ１
－１７６を走査し、さらに、ＧＬ１－１７６の次にＧＬ２－１を走査して、最後に出力ｇ
ｏ２４０により走査信号線ＧＬ２－６４を走査する駆動方法を用いることができる。
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【００５０】
なお、液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００のどちらか一方のみを表示する場合や、
両パネルの一部のみ表示する場合などでは、走査信号線駆動回路５８及び、映像信号線駆
動回路５７が共通のため、非表示部も電圧を印加することになる。そのため、非表示部も
交流化駆動する必要があり表示部同様に、極性の異なる信号が供給される。
【００５１】
例えば、液晶表示パネル１が非表示の場合でも、走査信号線ＧＬの数が２４０本のため、
１画面（１フレーム）を５０Ｈｚで表示している場合では、１走査信号線（１ライン）あ
たり５０×２４０＝１２ｋＨｚのライン周波数となる。しかし、実際に表示しているのは
６４ラインだけであり５０×６４＝３．２ｋＨｚで充分である。非表示にもかかわらず高
い駆動周波数でデータの書き換えを行うことになり、低消費電力の妨げになってしまう。
【００５２】
そこで、非表示部の走査信号線の走査を一括して行うこととした。例えば、液晶表示パネ
ル１が非表示の場合、走査信号線ＧＬ１－１からＧＬ１－１７６を 1水平走査期間１Ｈ（
または、数Ｈでも可）同時に走査し、その後、走査信号線ＧＬ２－１から走査信号線ＧＬ
２－６４を通常に走査することとした。同様に液晶表示パネル２００が非表示の場合や、
両パネルの一部のみ表示する場合にも一括走査することで、低消費電力化が図れる。
【００５３】
次に、図６（ｂ）のように、液晶表示パネルの配置によっては、液晶表示パネル２００を
先に走査する必要も生じる。このような場合には、出力ｇｏ２４０から出力開始し、最初
に走査信号線ＧＬ２－６４を走査し、最後に出力ｇｏ１から走査信号線ＧＬ１－１を走査
することとになる。
【００５４】
走査信号線駆動回路５８は図６（ａ）に示す走査順と、図６（ｂ）に示す走査順とを区別
するために、インストラクション信号等を設け、順方向と逆方向とに走査方向を設定する
。このとき、出力数が２４０以上の場合では、インストラクション信号等により出力開始
位置の設定や有効出力数の設定を行う。
【００５５】
次に、図７に示すように液晶表示パネル１と液晶表示パネル２００との走査方向が異なる
場合を示す。この場合には、走査信号線駆動回路５８を走査信号線駆動部５８－ａと５８
－ｂとに分けて、それぞれ、順方向と逆方向に走査方向を設定する。また、先に走査開始
する側を設定し、一方の走査終了を待って他方が走査開始するようにする。
【００５６】
また、符号ｇａ１７７に示すように、走査信号線に接続されないで余る出力がある場合に
は、走査信号線駆動部５８－ａの有効走査数を１７６に設定し、走査信号線駆動部５８－
ｂはカウンタ等で１７６回走査されるのをカウントして、走査信号線駆動部５８－ａの走
査終了を知ることとする。なお、出力数に対して走査信号線の数が不一致である理由は、
駆動回路５０が複数の形式の液晶表示パネルに対応可能であるようにするためである。す
なわち、走査信号線の数が異なる複数の液晶表示パネルにも汎用的に対応可能とするため
である。
【００５７】
図７（ｂ）では、走査信号線駆動部５８－ａは出力開始が２で、有効走査数を１７６で、
走査方向が逆方向に設定されている。走査信号線駆動部５８－ａは走査信号線駆動部５８
－ｂによる走査数をカウントしており、走査信号線駆動部５８－ｂの有効走査数６４がカ
ウントされるのを待って、出力ｇａ１７６（逆方向で２番目の出力）から出力を開始する
。
【００５８】
このように、２枚の液晶表示パネルを駆動する場合には、その配置により走査方向や順番
が複数選択可能であり、それぞれの場合に対応するために、インストラクション信号等に
より走査方向や順番等が設定可能になっている。
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【００５９】
次に、昇圧回路について説明する。携帯電話機等の小型携帯機器では、電源として電池の
利用が一般的である。また、流通量の多さから電池は出力電圧が１．５Ｖ程度から４Ｖ程
度のものが利用される。
【００６０】
そのため、昇圧回路を用いて液晶表示装置用に電源電圧を作成している。図８に薄膜トラ
ンジスタ方式の液晶表示装置に必要な電源電圧を示す。なお、図８では液晶表示パネル１
及び、２００の対向電極１５に供給する共通電圧ＶＣＯＭを一定周期で反転させる、所謂
共通電圧反転駆動方式を用いている場合の各駆動電圧を示している。
【００６１】
図８においてＶＧＯＮは画素部の薄膜トランジスタ１０（ＴＦＴ）をオンするための走査
信号ＶＧのハイ電圧で、約７．５Ｖ程度が必要となる。また、ＶＧＯＦＦは薄膜トランジ
スタをオフするための電圧であり、走査信号ＶＧのロウ電圧で、約－５．５Ｖ程度必要と
なる。ＶＧＨは走査信号ＶＧを出力する走査信号線駆動回路５８（ゲートドライバ）用ハ
イ電源で、ＶＧＬは走査信号線駆動回路５８用ロウ電源である。走査信号のハイ電圧ＶＧ
ＯＮが約７．５Ｖなので、ＶＧＨは８Ｖ、走査信号のロウ電圧ＶＧＯＦＦが約－５．５Ｖ
なので、ＶＧＬは－６Ｖ程度必要となる。
【００６２】
次に、ＶＤＨは階調基準電圧である。階調基準電圧ＶＤＨを基準に映像信号線駆動回路（
ソースドライバ）５７で階調電圧を生成する。液晶材の特性から５．０Ｖ程度が必要であ
る。ＤＤＶＤＨは駆動回路５０用の電源電圧である。映像信号線駆動回路５７が出力する
階調電圧の基準電圧ＶＤＨが５．０Ｖで、映像信号線駆動回路５７の最大定格が６．０Ｖ
であるため、５．５Ｖ程度が必要となる。
【００６３】
ＶＣＯＭＨは対向電極用ハイ電圧で、ＶＣＯＭＬは対向電極用ロウ電圧である。ＶＣＯＭ
Ｈは５．０Ｖ以下が必要となり、ＶＣＯＭＬは－２．５Ｖ程度の電圧が必要となる。ＶＣ
Ｌは対向電極用電圧生成電源で、対向電極用ロウ電圧ＶＣＯＭＬを生成するための電源電
圧である。ＶＣＯＭＬ生成回路の動作マージンを考慮し－３Ｖ程度が必要となる。
【００６４】
以上液晶表示装置に必要な電源の中で、駆動回路５０用の電源電圧ＤＤＶＤＨと、走査信
号線駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨと、走査信号線駆動回路５８用ロウ電源ＶＧＬと、対
向電極用電圧生成電源ＶＣＬとをチャージポンプ方式の昇圧回路を用いて作成することと
し、他の電圧は昇圧回路で形成した電圧を分圧等して形成することとした。
【００６５】
チャージポンプ方式の昇圧回路の動作原理について図９を用いて、２倍昇圧を例に取り簡
単に説明する。昇圧回路は入力電源Ｖｉｎ、昇圧容量Ｃ１１、保持容量Ｃｏｕｔ１、切り
替えスイッチＳＷ－１、ＳＷ－２で構成され、切り替えスイッチにより図９（ａ）の充電
状態と、図９（ｂ）の放電状態を実現している。
【００６６】
まず図９（ａ）の充電状態では切り替えスイッチＳＷ－１により、昇圧容量Ｃ１１の一方
の電極をＧＮＤ電位に接続し、スイッチＳＷ－２により昇圧容量Ｃ１１の他方の電極を入
力電源Ｖｉｎに接続して、昇圧容量Ｃ１１を入力電源Ｖｉｎに対し並列に接続する。これ
により入力電源Ｖｉｎ分の電荷が昇圧容量Ｃ１１に充電される。
【００６７】
次に図９（ｂ）では、切り替えスイッチＳＷ－３により、図９（ａ）において昇圧容量Ｃ
１１のＧＮＤ電位に接続された電極に、入力電源Ｖｉｎを印加するよう直列に接続する。
この時、昇圧容量Ｃ１１の他方の電極は、入力電源Ｖｉｎの２倍の電圧である２×Ｖｉｎ
となる。スイッチＳＷ－４により昇圧容量Ｃ１１、入力電源Ｖｉｎに対し並列にＣｏｕｔ
１を接続する。これにより保持容量Ｃｏｕｔ１には２×Ｖｉｎの電圧が保持される。
【００６８】
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次に、図９に示す昇圧回路で、前述の映像信号線駆動回路５７用の電源電圧ＤＤＶＤＨ（
約５．５Ｖ）と、走査信号線駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨ（約７．５Ｖ）と、走査信号
線駆動回路５８用ロウ電源ＶＧＬ（約－６Ｖ）と、対向電極用電圧生成電源ＶＣＬ（約－
３Ｖ）とを作成する場合を検討する。なお、携帯電話機では入力電源Ｖｉｎは電源電池の
出力電圧である場合が多いが、本明細書では電源電池の出力電圧も含めて昇圧回路に供給
される電圧を意味するものとする。
【００６９】
入力電源Ｖｉｎを３Ｖとすると、映像信号線駆動回路５７用の電源電圧ＤＤＶＤＨ（約５
．５Ｖ）は約２倍なので、入力電源Ｖｉｎを２倍とする昇圧回路が必要である。走査信号
線駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨ（約７．５Ｖ）は２倍では不足なので、入力電源Ｖｉｎ
を３倍とする昇圧回路が必要である。走査信号線駆動回路５８用ロウ電源ＶＧＬは約－６
Ｖなので、入力電源Ｖｉｎを－２倍とする昇圧回路が必要で、対向電極用電圧生成電源Ｖ
ＣＬは約－３Ｖなので、入力電源Ｖｉｎを－１倍とする昇圧回路が必要となる。
【００７０】
図１０に入力電源Ｖｉｎを２倍、３倍、－２倍、－１倍とする昇圧回路５５の構成を示す
。なお、－２倍、－１倍とする場合では、厳密には昇圧ではないが、ここでは、昇圧回路
を入力電圧から異なる電圧を形成する回路の意味で用いる。コンデンサ５１の数は、入力
電源Ｖｉｎを２倍にする回路で１個、３倍にする回路で２個、－２倍にする回路で２個、
－１倍にする回路で１個の合計６個必要である。このように、図１０に示す回路では、回
路の外付部品としてコンデンサ５１を多数使用しており、実装部品点数が多くなり、実装
面積が広くなってしまうといった問題がある。なお、図中の符号Ｃｏｕｔ１からＣｏｕｔ
４は出力電圧を保持する保持容量である。
【００７１】
次に、図１１に昇圧回路５５の出力を入力電源として利用し、一部の外付けコンデンサ５
１を共用とすることで、外付けコンデンサ５１の数を減らす回路の概念ブロック図を示す
。図１１に示す回路では、外付けコンデンサとして、昇圧回路５２に接続している外付け
コンデンサＣ１１と、昇圧回路５３に接続している外付けコンデンサＣ１２、Ｃ２１の３
個が必要であり、図１０に示す回路に対して外付けコンデンサの数を６個から３個に減少
することができる。なお、外付けコンデンサＣ１１は２倍用で、外付けコンデンサＣ１２
は３倍用と－１倍用との共用で、外付けコンデンサＣ２１は－２倍用である。
【００７２】
図１２を用いて図１１に示す昇圧回路５３において、入力電源Ｖｉｎを３倍に昇圧する動
作を説明する。図１２（ａ）では、入力電源電圧Ｖｉｎを用い、昇圧容量（外付けコンデ
ンサ）Ｃ１２を充電している。また、図１２（ｂ）は昇圧回路５２を示しており、図９で
説明したように入力電源電圧Ｖｉｎの２倍である電圧ＤＤＶＤＨが作成されている。図１
２に示す回路では、入力電源電圧Ｖｉｎを２倍に昇圧した電圧ＤＤＶＤＨを利用すること
で、外付けコンデンサの数を省略している。図１２（ｃ）に示すように、保持容量Ｃｏｕ
ｔ１の出力である電圧ＤＤＶＤＨを用い、保持容量Ｃｏｕｔ１と昇圧容量Ｃ１２とを直列
につなぐことで、入力電源Ｖｉｎの３倍の電圧が作成される。
【００７３】
次に、図１３を用いて入力電源Ｖｉｎを－１倍にする動作を説明する。図１３（ａ）では
、入力電源Ｖｉｎを用いて、昇圧容量Ｃ１２を電圧Ｖｉｎに充電する。その後、図１３（
ｂ）では、昇圧容量Ｃ１２の正極性側の電極をＧＮＤ電位に接続することで、入力電源Ｖ
ｉｎと極性が反転した電圧ＶＣＬを作成している。そして昇圧容量Ｃ１２と保持容量Ｃｏ
ｕｔ４を並列につなぐことで、保持容量Ｃｏｕｔ３に入力電源Ｖｉｎを－１倍した電圧Ｖ
ＣＬが保持される。図１３に示す回路では、図１２の３倍に昇圧する回路で用いた外付け
コンデンサＣ１２を共用することで数を減らしている。
【００７４】
次に、図１４を用いて入力電源Ｖｉｎを－２倍にする動作を説明する。図１４（ａ）では
、昇圧回路５２の保持容量Ｃｏｕｔ１の出力である電圧ＤＤＶＤＨを用いて、昇圧容量Ｃ
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２１を電圧ＤＤＶＤＨに充電する。その後、図１４（ｂ）では、昇圧容量Ｃ２１の正極性
側の電極をＧＮＤ電位に接続することで、電圧ＤＤＶＤＨと極性が反転した電圧ＶＧＬを
作成している。そして昇圧容量Ｃ２１と保持容量Ｃｏｕｔ４を並列につなぐことで、保持
容量Ｃｏｕｔ４に入力電源Ｖｉｎを－２倍した電圧ＶＧＬが保持される。
【００７５】
このように、図１１に示す昇圧回路では、保持容量Ｃｏｕｔ１に保持されている昇圧した
電圧を利用することで、コンデンサを省略し部品数を減少させている。さらに、図１３、
図１４に示す回路では、負極性側の電圧をコンデンサの接続を逆転することと、保持容量
の昇圧された電圧に加えて入力電源Ｖｉｎを利用することで、コンデンサを兼用可能とし
て部品数を減少させている。このコンデンサの数を省略可能としたり、兼用可能としてい
るのは、液晶表示装置特有の電源が映像信号線駆動回路５７用の電源電圧ＤＤＶＤＨと走
査信号線駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨと、走査信号線駆動回路５８用ロウ電源ＶＧＬと
、対向電極用電圧生成電源ＶＣＬのように複数あり、また、負極性側の電圧があるためで
ある。そのため昇圧容量Ｃ１２、Ｃ２１、Ｃ２２を時分割で、複数の昇圧回路の間で兼用
することや、昇圧した電圧を利用することが可能となっている。
【００７６】
図１５に図１１に示す昇圧回路５３のより具体的な構成を示し、以下図１６に示すタイミ
ングチャートを用いて動作を説明する。まず、電圧ＶＧＨを作成するために、図１２に示
した動作を実現する方法について説明する。図１２（ａ）に示す回路とするには、図１５
のスイッチＳＷ１とスイッチＳＷ３をオンにする。スイッチＳＷ１とスイッチＳＷ３をオ
ンにすると、昇圧容量Ｃ１２には入力電源Ｖｉｎの電圧が充電される。この時、図１２（
ｂ）に示す回路のように、昇圧回路５２からは電圧ＤＤＶＤＨが出力している。次に、図
１２（ｃ）に示す回路となるように、図１５のスイッチＳＷ１、スイッチＳＷ３をオフと
し、スイッチＳＷ４をオンにして、昇圧容量Ｃ１２に電圧ＤＤＶＤＨを印加すると同時に
、スイッチＳＷ８をオンにして、保持容量Ｃｏｕｔ２を充電する。このようにして、保持
容量Ｃｏｕｔ２には入力電源Ｖｉｎの３倍の電圧が保持される。
【００７７】
次に、図１３に示した回路の動作について説明する。図１３（ａ）に示す回路となるよう
に、図１５のスイッチＳＷ１、スイッチＳＷ３をオンにして、昇圧容量Ｃ１２を入力電源
Ｖｉｎで充電する。次に、スイッチＳＷ１、スイッチＳＷ３をオフにし、スイッチＳＷ２
をオンにして極性を反転させ、さらにスイッチＳＷ９をオンにして保持容量Ｃｏｕｔ４を
充電する。このようにして、保持容量Ｃｏｕｔ３には入力電源Ｖｉｎの－１倍の電圧が保
持される。
【００７８】
次に、図１４に示した回路の動作について説明する。図１４（ａ）に示す回路となるよう
に、図１５のスイッチＳＷ５、スイッチＳＷ７をオンにして、昇圧容量Ｃ２１を電圧ＤＤ
ＶＤＨで充電する。次に、スイッチＳＷ５、スイッチＳＷ７をオフにし、スイッチ６をオ
ンにして極性を反転させ、さらにスイッチＳＷ１０をオンにして保持容量Ｃｏｕｔ４を充
電する。
【００７９】
以上述べたように、図１５に示す回路は、昇圧容量Ｃ１２、Ｃ２１を時分割で兼用してい
る。また、図１６に示すように、昇圧容量Ｃ１２、Ｃ２１は、スイッチＳＷ１、ＳＷ３、
ＳＷ５、ＳＷ７により繰り返し充電され、スイッチＳＷ４、ＳＷ８により昇圧動作に使用
されると共に、スイッチＳＷ２、ＳＷ９、ＳＷ６、ＳＷ１０により反転（昇圧）動作にも
使用される。このように昇圧容量Ｃ１２、Ｃ２１を時分割で兼用することで、外付けコン
デンサの数が減少し、液晶表示装置の部品点数が削減される。
【００８０】
図１５に示す昇圧回路で、設定した電圧を出力するには充分であるが、出力する電圧を変
更することが困難である。携帯電話機が広く普及することに伴い、用いられる液晶表示パ
ネルは多種多様となり、求められる電圧も多様な値となっている。また、コストダウンの
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要求も強く昇圧回路も汎用品であることが望まれている。
【００８１】
そこで、図１７に示す回路のようにスイッチの切換により、昇圧回路の倍率を変更可能と
した。倍率の変更はインストラクション信号等により設定可能である。
【００８２】
以下、図１８から図２１により図１７に示す回路の動作を説明する。図１８は走査信号線
駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨを入力電源Ｖｉｎの４倍の電圧とする場合の動作を説明す
る概略回路図である。なお、電圧ＤＤＶＤＨは入力電源Ｖｉｎの２倍の電圧が昇圧回路５
２により準備されているものとする。
【００８３】
図１７に示す回路のスイッチＳＷ５をオンとして、コンデンサＣ２１の一方の電極に電圧
ＤＤＶＤＨを印加し、スイッチＳＷ７をオンとしてコンデンサＣ２１の他方の電極を接地
電位に接続すると、図１８（ａ）に示す回路となる。その後、スイッチＳＷ５とＳＷ７を
オフとし、スイッチＳＷ１１とＳＷ１７とをオンとすることで、図１８（ｂ）の回路とな
り、コンデンサＣｏｕｔ２には入力電源Ｖｉｎの４倍の電圧が保持される。
【００８４】
次に図１９に、走査信号線駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨを入力電源Ｖｉｎの５倍の電圧
とする場合の動作を説明する概略回路図を示す。図１９（ａ）でコンデンサＣ１２に入力
電源Ｖｉｎの電圧を保持し、図１９（ｂ）ではコンデンサＣ２１に電圧ＤＤＶＤＨを保持
し、図１９（ｃ）ではコンデンサＣ１２とコンデンサＣ２１と電圧ＤＤＶＤＨとを直列に
接続して、入力電源Ｖｉｎの５倍の電圧を得ている。なお、スイッチＳＷ１６によりコン
デンサＣ１２とコンデンサＣ２１とが直列に接続されている。
【００８５】
次に図２０に、走査信号線駆動回路５８用ハイ電源ＶＧＨを入力電源Ｖｉｎの６倍の電圧
とする場合の動作を説明する概略回路図を示す。ただし、図２０に示す回路では、図２０
（ｂ）に示すように、コンデンサＣ２２が追加されることで、昇圧可能な電圧値が増加し
ている。図２０（ｃ）ではコンデンサＣ２１とコンデンサＣ２２とをスイッチＳＷ１９で
直列に接続し、さらにコンデンサ２２と電圧ＤＤＶＤＨとをスイッチＳＷ１５により直列
に接続して、入力電源Ｖｉｎの６倍の電圧を得ている。
【００８６】
次に図２１に、走査信号線駆動回路５８用ロウ電源ＶＧＬを入力電源Ｖｉｎの－５倍の電
圧とする場合の動作を説明する概略回路図を示す。ただし、図２１（ａ）ではコンデンサ
Ｃ１２に電源Ｖｉｎの電圧が保持され、図２１（ｂ）ではコンデンサＣ２１に電圧ＤＤＶ
ＤＨが保持され、図２１（ｃ）ではコンデンサＣ２２に電圧ＤＤＶＤＨが保持される様子
を示す。図２１（ｄ）では各電圧を保持したコンデンサを逆極性に直列に接続することで
、入力電源Ｖｉｎの－５倍の電圧を得ている。このように、外付けコンデンサを直列に接
続することで、何倍もの電圧を得ることが可能である。
【００８７】
ただし、図２１に示す回路では、全ての外付けコンデンサを同時に直列につないでいるた
め、一度に一つの電圧しか得ることができないという問題が生じる。そのため、複数の電
圧を得るために時分割で使用することになるが、時分割で使用する場合には、供給可能な
電流値が減少するという問題も生じる。
【００８８】
また、本願発明者は対向電極用電圧生成電源ＶＣＬの駆動能力が不足する不具合が生じる
ことを見出した。そこで、図１７で示す昇圧回路から対向電極用電圧生成電源ＶＣＬが出
力可能なままで、さらに対向電極用電圧生成電源ＶＣＬ専用の昇圧回路を追加することと
した。すなわち、対向電極用電圧生成電源ＶＣＬに大きな駆動能力が必要な場合には、専
用昇圧回路を用い。対して対向電極用電圧生成電源ＶＣＬに大きな駆動能力が不要な場合
は、外付けコンデンサの少ない昇圧回路が選択可能な構成とした。
【００８９】
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図２２に対向電極用電圧生成電源ＶＣＬ専用の昇圧回路を示す。図２２に示す回路では外
付けコンデンサは、Ｃ３－１とＣ３－２の２つが接続可能とした。スイッチＳＷ３－１と
ＳＷ３－３をオンとしてコンデンサＣ３－１に入力電源Ｖｉｎの電圧を保持し、その後、
極性を逆転するようにスイッチＳＷ３－２をオンとし、さらにスイッチＳＷ３－７を介し
てコンデンサＣｏｕｔ５に接続することで、入力電源Ｖｉｎの－１倍の電圧を得ることが
できる。
【００９０】
さらに、外付けコンデンサＣ３－２を備えることで、スイッチＣ３－４とＣ３－５により
コンデンサＣ３－２にも入力電源Ｖｉｎの電圧を保持し、その後、コンデンサＣ３－１と
Ｃ３－２とをスイッチＳＷ３－６を介して直列に接続し、スイッチＳＷ３－８によりコン
デンサＣｏｕｔ５に接続することで、入力電源Ｖｉｎの－２倍の電圧を得ることができる
。以上、図１５、１７、２２で説明した回路では、液晶表示パネルに必要な電圧に応じて
、昇圧回路の倍率を選択することが可能であり、適宜必要なコンデンサ、スイッチを設け
ることで、必要な電圧を得ることが可能である。
【００９１】
次に、図２３を用いて駆動回路５０の電源回路部４について説明する。図２３は電源回路
部４の概略ブロック図である。符号８１はメインパネル用対向電極電圧出力回路で、８２
はレベル調整回路で、８３はサブパネル用対向電極電圧出力回路で、８４はレギュレータ
で、８６は内部基準電圧生成回路で、８７は基準電圧出力回路で、Ｍは交流化信号入力端
子である。電源ＶＣＣは駆動回路５０の電源電圧で入力電源Ｖｉｎ同様に電池からの出力
電圧が入力している。
【００９２】
前述したように交流化駆動が行われ、交流化駆動を行う一つの方法として、いわゆるコモ
ン反転駆動方法を行う。図２３に示す回路では、コモン反転駆動が可能なように、メイン
パネル用対向電極電圧出力回路８１とサブパネル用対向電極電圧出力回路８３とは、一定
周期で反転する電圧が出力可能に構成されている。メインパネル用対向電極電圧出力回路
８１とサブパネル用対向電極電圧出力回路８３とには交流化信号線４２により交流化信号
が伝えられており、交流化信号により対向電極高レベル電圧ＶＣＯＭＨと対向電極低レベ
ル電圧ＶＣＯＭＬが出力する。図２４にメインパネル用対向電極高レベル電圧ＶＣＯＭＨ
－１とメインパネル用対向電極低レベル電圧ＶＣＯＭＬ－１と、サブパネル用対向電極高
レベル電圧ＶＣＯＭＨ－２とサブパネル用対向電極低レベル電圧ＶＣＯＭＬ－２とを有す
る対向電極電圧の出力波形を示す。
【００９３】
なお、振幅調整回路８２で基準電圧幅を定め、半固定抵抗８８によりメインパネル用対向
電極電圧出力回路８１とサブパネル用対向電極電圧出力回路８３とのそれぞれの電圧を微
調整することが可能である。
【００９４】
図２３に示す回路では、レギュレータ８４から、対向電極高レベル電圧ＶＣＯＭＨとして
レベル調整回路８２に基準電圧が供給されている。レベル調整回路８２では半固定抵抗８
８により微調整された基準電圧を、対向電極電圧としてメインパネル用対向電極電圧出力
回路８１の高レベル出力部８１ａと、サブパネル用対向電極電圧出力回路８３の高レベル
出力部８３ａとに出力している。また、レベル調整回路８２では、最適な振幅となるよう
に、振幅基準電圧を作成し、対向電極高レベル電圧ＶＣＯＭＨから振幅基準電圧を減算す
ることで、対向電極低レベル電圧ＶＣＯＭＬを作成し、メインパネル用対向電極電圧出力
回路８１の低レベル出力部８１ｂと、サブパネル用対向電極電圧出力回路８３の低レベル
出力部８３ｂとに出力している。メインパネル用対向電極電圧出力回路８１は交流化信号
に従い、高レベル出力部８１ａと低レベル出力部８１ｂとの接続を切換て、対向電極高レ
ベル電圧ＶＣＯＭＨ－１と対向電極低レベル電圧ＶＣＯＭＬ－１とを出力している。また
、サブパネル用対向電極電圧出力回路８３は交流化信号に従い、高レベル出力部８３ａと
低レベル出力部８３ｂとの接続を切換て、対向電極高レベル電圧ＶＣＯＭＨ－２と対向電
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極低レベル電圧ＶＣＯＭＬ－２とを出力する。
【００９５】
なお、メインパネル用対向電極電圧出力回路８１とサブパネル用対向電極電圧出力回路８
３とレベル調整回路８２では、コントローラからの制御により、対向電極の基準電圧と振
幅基準電圧の電圧値を変更可能になっている。図２３に示す回路では、昇圧回路５４は対
向電極用電圧生成電源ＶＣＬ専用の昇圧回路である。また、昇圧回路５２は外付けコンデ
ンサをＣ１－１とＣ１－２の２つ備えており、電圧ＤＤＶＤＨとして、入力電源Ｖｉｎの
電圧の２倍と３倍の電圧が出力可能となっている。また、走査信号線ＧＬを保持容量の一
方の電極として使用する場合には、対向電極電圧出力回路８１、８２と同様に走査信号オ
フ用回路８９を設けて、走査信号のロウ側の電圧ＶＧＯＦＦについても高レベル側ＶＧＯ
ＦＦＨと低レベル側ＶＧＯＦＦＬとが出力可能とする。
【００９６】
図２３に示す回路では、対向電極用電圧生成電源ＶＣＬ専用の昇圧回路５４を設けるとと
もに、昇圧回路５３は対向電極用電圧生成電源ＶＣＬの出力を停止可能としている。昇圧
回路５３による電源ＶＣＬの駆動能力が不足した場合には、対向電極用電圧生成電源ＶＣ
Ｌ専用の昇圧回路５４を動作させることが可能である。さらに、画質が低くても充分な場
合には、昇圧回路５３及び５４から電源ＶＣＬの出力を停止して、対向電極電圧出力回路
８１、８２からは対向電極高レベル電圧ＶＣＯＭＨを出力し、対向電極低レベル電圧ＶＣ
ＯＭＬは出力しないことで、省電力化が可能である。
【００９７】
なお、図２３に示す昇圧回路５４では、外付けコンデンサＣ３－２（図中点線で示した）
を設けずに、外付けコンデンサＣ３－１を用いた－１倍の昇圧用のみの出力となっている
。このように、液晶表示パネルによっては不要な昇圧電圧もあるため、設ける必要の無い
コンデンサは部品点数を削減するために省略される。また、図２２に示したスイッチＳＷ
３－４、ＳＷ３－５等についても駆動回路５０として不要な場合は、設けられない場合も
ある。すなわち、小型化、省電力のために実装部品数や回路規模は、駆動する液晶表示パ
ネルに対して最適なものが選択される。駆動回路５０はインストラクション信号等により
各液晶表示パネルに対応した設定が行われ、各々の液晶表示パネルに最適な駆動を行うこ
とが可能である。
【００９８】
次に、昇圧回路を用いて電源電圧を作成する際の問題点について説明する。昇圧回路を用
いて電源電圧を作成する場合には、携帯電話機の電源投入時には電源電圧が所定の電圧と
なってない。そのため、駆動回路５０の内部では図２５に示すような電源電圧の状態とな
る。８１は寄生ＰＮＰバイポーラであり、８２は寄生ＮＰＮバイポーラである。これら寄
生バイポーラによりＮＰＮＰサイリスタとＰＮＰＮサイリスタが構成されており、Ｖｉｎ
－ＤＤＶＤＨ間電圧と、ＧＮＤ－ＶＧＬ間電圧が、サイリスタの閾値ＶＦを超え、Ｖｉｎ
＜ＤＤＶＤＨ、ＶＧＬ＞ＧＮＤのような電位の逆転現象が発生するとサイリスタをオフす
ることができなくなる。しかしながら、電源投入時では電源ＶＧＬはＧＮＤ電位以上の電
位となり、駆動回路５の電源電圧ＶＤＨも入力電源Ｖｉｎ以下の電位となってしまう。そ
のため、Ｖｉｎ－ＧＮＤ間で大電流が流れサイリスタをオフできない、ラッチアップの現
象が発生する。
【００９９】
そこで、図２５に示すようにラッチアップすることを阻止するため、ショートスイッチ７
６と７７を設ける。図２６（ａ）に各電源間にショートスイッチを設けた構成と図２６（
ｂ）にショートスイッチをオンした場合の等価回路を示す。図２６（ｂ）に示すようにシ
ョートスイッチは抵抗成分を持つため、電位逆転現象を引き起こす可能性を有している。
そのため、外付けダイオード７８を用いて、ＧＮＤ－ＶＧＬ間電圧をサイリスタの閾値Ｖ
Ｆを超えないように固定した。ただし、液晶表示パネルに設けられた配線では、配線抵抗
値が大きく寄生バイポーラを流れる電流を外付けダイオードでは吸収できない不具合も生
じる。このため、さらに電位逆転現象を起こさないよう電源オンシーケンスを考慮するこ
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ととした。
【０１００】
図２７（ａ）に電源オンシーケンスを示す。なお、図２６（ｂ）に示すように電源ＤＤＶ
ＤＨと電源ＶＧＨとの間は、低抵抗スイッチ８１と高抵抗スイッチ８５の２つからなって
いる。まず、期間Ａにおいて電源ＤＤＶＤＨと電源Ｖｉｎとのショートスイッチ８２をオ
フとし、電源ＤＤＶＤＨと電源ＶＧＨ間のショートスイッチ８１をオンとして、図２３に
示した昇圧回路５２を動作させ、電源ＤＤＶＤＨを起動する。この時、電源ＤＤＶＤＨと
電源ＶＧＨ間のショートスイッチ８１がオンしているため、電源ＶＧＨのレベルは電源Ｄ
ＤＶＤＨのレベルとなる。なお、上記期間Ａにおける動作は、後述するインストラクショ
ン信号のＡＰビットにより設定される。
【０１０１】
次に、期間Ｂにおいて昇圧回路５３を動作させ電源ＶＧＨと電源ＶＧＬとを起動する。な
お、電源ＶＣＬは電源ＶＧＬとの電位逆転を防ぐために、遅延させる。または、この時点
でＶＧＨ＞ＤＤＶＤＨとなっているので、電源ＶＧＬとＶＣＬとを同時に動作させること
も可能である。以上の電源オンシーケンスにより、それぞれの電位が逆転せずに電源を起
動でき電源回路の起動マージンを増やすことが可能となる。期間Ｂにおける動作はインス
トラクション信号のＰＯＮビットにより設定される。
【０１０２】
次に電源オフシーケンスについて説明する。携帯電話機等では電池抜け等による突然の元
電源の遮断により、画面上に残像が発生する不具合があった。そのため、前記残像を回避
するために、電源オフシーケンスが必要となった。図２７（ｂ）に電源オフシーケンスを
示す。まず時点Ｄにおいて、何らかの理由で入力電源Ｖｉｎから電圧の供給が止まったと
する。期間Ｃにおいて、電源ＤＤＶＤＨ、ＶＣＬ、ＶＧＬは電源起動時前の状態に放電す
る。また、対向電極電圧ＶＣＯＭ出力および、映像信号線出力もＧＮＤレベルとする。こ
こで、画素に充電された電荷が放電されるためには、薄膜トランジスタ１０をオン状態に
しておく必要がある。したがって、薄膜トランジスタ１０をオン状態にしておくため、電
源ＶＧＨは他の電源にたいして放電を遅らせることとする。なお、図２８で説明するリセ
ット信号により駆動回路５０にリセットがかかると、駆動回路５０は後述するインストラ
クション信号のＧＯＮビットの値を設定して走査信号線への全出力をハイレベルとする。
【０１０３】
電源オンシーケンスでは電源ＤＤＶＤＨと電源ＶＧＨ間は低抵抗であることが望ましく、
対して電源オフシーケンスでは電源ＶＧＨは放電を遅らせるために、高抵抗であることが
望ましい。そこで、電源オン時と電源オフ時とを駆動回路５０に認識させるために、パワ
ーオンリセット信号を利用する。パワーオンリセット信号の波形を図２８（ａ）に示す。
パワーオンリセット信号は、オン時には電源投入後、数ｍｓ後に立ち上がる仕様とし、数
ｍｓのロウ期間で駆動回路５０をリセットし、その後信号が立ち上がり駆動回路５０のリ
セットを解除する。このとき、駆動回路５０としてはリセットは解除されるが、駆動回路
内部の状態は確定され、一義的に状態が決まる。
【０１０４】
対して電源オフ時には各電源端子に接続している容量によって、各電源の放電の状態を異
ならせてリセットを行う。図２８（ｂ）に示す回路のコンデンサＣＡ１の容量をコンデン
サＣＡ２の容量よりも小さくして、ＲＥＳＥＴ信号が電源電圧ＶＣＣよりも先に立ち下が
る仕様とする。上記構成とすると、電源遮断時に電源ＶＣＣに電荷が残った状態で、ＲＥ
ＳＥＴ信号がたち下がることで、駆動回路５０にリセットをかけることが可能となる。な
お、電源電圧ＶＣＣは駆動回路５０に外部から供給されている電源電圧である。
【０１０５】
このように、ＲＥＳＥＴ信号を利用して電源のオンとオフを認識することが可能であるが
、ＲＥＳＥＴ状態では駆動回路５０はリセット動作に入り、内部の状態は一義的に固定さ
れてしまう。そのため、ＲＥＳＥＴ信号を利用してオンとオフとを認識するために、電源
電圧ＤＤＶＤＨとＶＧＨとの間にレベルセンス回路を設けた。
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【０１０６】
図２９にレベルセンス回路７９を含めた回路で、低抵抗スイッチ８１と高抵抗スイッチ８
５のオン・オフを制御する回路を示す。なお、低抵抗スイッチ８１と高抵抗スイッチ８５
とは、図２６で示した電源電圧ＤＤＶＤＨとＶＧＨとの間をショートするスイッチである
。また、符号ＲＥＳＥＴはリセット信号で、符号ＡＰは図２７（ａ）の期間Ａであること
を示す信号で、符号ＳＬＰはスリープモード信号で、電源回路の動作を停止して表示を非
表示とする信号であり、符号ＰＯＮは電源ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＶＣＬの出力・停止を示す信
号で、図２７（ａ）の期間Ｂであることを示す信号である。
【０１０７】
図２９に示すレベルセンス回路７９はＶＧＨ＞ＤＤＶＤＨである場合に電圧ＶＧＨを出力
し、ＶＧＨ＜ＤＤＶＤＨの場合には電圧ＶＧＬを出力する。図２７に示すように、電源オ
ン時にはＶＧＨ＜ＤＤＶＤＨで電源オフ時にはＶＧＨ＞ＤＤＶＤＨであることから、低抵
抗スイッチ８１は電源オン時にオンで、オフ時にオフとなり、高抵抗スイッチ８５は電源
オフ時にオンとなる。なお、図２９の回路では、高抵抗スイッチ８５は電源オン時にもオ
ンとなるが、電源オン時は低抵抗スイッチ８１がオンとなっているため、電源ＶＧＨと電
源ＤＤＶＤＨ間の抵抗は、低抵抗スイッチ８１が支配的である。そのため、必ずしも高抵
抗スイッチ８５がオフである必要はなく、図２９に示すレベルセンス回路７９を用いるこ
とができる。
【０１０８】
図３０にパワーオンリセット信号の立ち上がりの波形について示す。パワーオンリセット
信号が発振器の始動期間に立ち上がる場合に、波形は図３０（ａ）に示すように安定しな
いことがある。このため、駆動回路５０が誤動作することがあった。そこで、誤動作を防
止するため、ローパスフィルタを駆動回路内に設けることとした。図３０（ｂ）に示すよ
うに駆動回路５０内部にローパスフィルタを設けリセット信号にのるノイズを低減する。
図３０ではローパスフィルタは走査信号線駆動回路５８に設けられており、出力端子ＲＥ
ＳＥＴｏｕｔから映像信号線駆動回路５７に伝えられる。
【０１０９】
次に図３１を用いて、ミラー用液晶について説明する。図３１において符号１は液晶表示
パネルで、表示に用いられる。液晶表示パネル１を観察する側には、ミラー用液晶パネル
４００が設けられている。ミラー用液晶パネル４００は、透過偏光軸可変部４１０と、反
射型偏光部４２０と、吸収型偏光部４１５とを有している。
【０１１０】
透過偏光軸可変部４１０は、入射した直線偏光の光が透過する際にその偏光軸を変化させ
る状態と、変化させない状態に制御が可能である。図３１（ａ）のように、１対の基板４
１１と基板４１２に形成した電極間に、電源４１６から電圧を印加していない場合では、
入射した直線偏光の光はその偏光軸が変化し、反射型偏光部４２０を透過して液晶表示パ
ネル１に到達する。逆に液晶表示パネル１から出射する光が、反射型偏光部４２０を透過
する直線偏光であれば、液晶表示パネル１から出射する光は、ミラー用液晶パネル４００
を透過して観察者まで到達する。
【０１１１】
対して、図３１（ｂ）の基板４１１と基板４１２に形成した電極間に、電圧を印加した場
合では、透過偏光軸可変部４１０に入射した直線偏光の光はその偏光軸が変化しないため
、反射型偏光部４２０で反射する。また、液晶表示パネル１から出射した光は、反射型偏
光部４２０を透過する直線偏光であれば、吸収型偏光部４１５で吸収され、観察者まで到
達しない。
【０１１２】
なお、ミラー用液晶パネル４００に印加する電圧は、液晶表示パネル１と同様に交流化駆
動する。そのために、駆動回路５０にはミラー用液晶パネル駆動回路９４が設けられる。
図３２（ａ）にミラー液晶用回路の全体構成図を示す。ミラー液晶用回路からはミラー用
液晶パネル駆動信号ＭＣＬＫが出力している。ミラー用液晶パネルは液晶に問題が発生し
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ない程度に遅い周波数で駆動することが可能で、ミラー用液晶パネル駆動回路９３は省電
力のために、低周波駆動される。ただし、コントローラ等から送られてくる信号ＯＳＣは
高周波のためミラー用液晶パネル駆動回路９３は分周回路を備えている。
【０１１３】
図３２（ａ）において、ミラー液晶用回路は発振器９２とそのクロックを分周する分周回
路９３と昇圧回路５２とミラー液晶用駆動回路９４を有する。分周回路９３ではコントロ
ーラからの信号Ｓ１によって、昇圧回路５２の動作用クロックのＳ２とミラー液晶用駆動
回路用のクロックＳ３とを生成する。昇圧回路５２はミラー液晶用駆動回路９４に電源Ｄ
ＤＶＤＨを供給する。また、コントローラからの信号Ｓ４によって、ミラー液晶駆動用の
クロックＭＣＬＫ＋と、クロックＭＣＬＫ－の出力を制御する。
【０１１４】
次に図３２（ｂ）にミラー液晶用駆動回路９４を示す。クロックＭＣＬＫ＋とクロックＭ
ＣＬＫ－はクロックＳ３の周期で出力し、クロックＭＣＬＫ＋に対してクロックＭＣＬＫ
－は出力レベルが反転している。
【０１１５】
ミラー液晶パネルは対向電極間にある電圧が印加されることで、光を反射する状態となる
。クロックＭＣＬＫ＋をミラー液晶パネルの一方の電極に印加し、クロックＭＣＬＫ－を
ミラー液晶パネルの一方の電極に印加する。ＤＣ電圧を印加すると液晶の焼き付き現象が
生じるため、交流化する必要がある。振幅はＨｉｇｈ側が電源ＤＤＶＤＨ、Ｌｏｗ側がＧ
ＮＤとなるようにする。なぜならば、この構成が昇圧回路の使用を最小とすることが出来
るので、もっとも消費電力が小さいことが検討の結果わかったからである。なお、ミラー
液晶パネルを駆動する電圧のレベルは使用する液晶のしきい値によって異なるため、しき
い値の低い液晶にも対応するために、電源ＤＤＶＤＨのレベル（約５Ｖ）に加えて、入力
電源電圧Ｖｉｎのレベル（約３Ｖ）も使用可能な構成とした。
【０１１６】
次に、ミラー液晶の表示状態と、クロックＭＣＬＫ＋とクロックＭＣＬＫ－との出力のレ
ベルと各電源のレベルを説明する。まず、ミラー液晶不使用時（光を透過する時）はクロ
ックＭＣＬＫ＋とクロックＭＣＬＫ－とのどちらもＧＮＤレベルとする。これは液晶にＤ
Ｃ電圧がかからないようにするためである。制御は図３２（ａ）の信号Ｓ４で行い、信号
Ｓ４がＨｉｇｈレベルの時にクロックＭＣＬＫ＋とクロックＭＣＬＫ－の出力はＧＮＤと
なる。これは図３２（ｂ）の回路で実現できる。ミラー液晶使用時（光を反射する時）は
、クロックＭＣＬＫ＋とクロックＭＣＬＫ－とのＨｉｇｈ側レベルがＤＤＶＤＨレベルと
Ｖｉｎレベルとの両方の電圧が出力可能とした。
【０１１７】
Ｈｉｇｈ側レベルは図３２（ｂ）の回路の電源電圧と同じことから、コントローラから信
号Ｓ５で昇圧回路５２を制御し、図３２（ｂ）の回路に入力する電源ＤＤＶＤＨの電圧値
を制御する。Ｖｉｎレベルの時は、図２６（ａ）に示すショートスイッチ８１、８２、８
３、８４をショートし、さらに昇圧回路はすべて昇圧動作を停止する。これにより図２６
（ａ）に示す回路で、ショートスイッチ８２がオンしているため、電源ＤＤＶＤＨの電圧
は電源Ｖｉｎと同じ電圧値となり、図３２に示す回路の電源ＤＤＶＤＨは電源Ｖｉｎと同
じ電圧値となる。そのため電源電圧はミラー液晶駆動に必要なＶｉｎレベルのみ存在し、
低消費電力化がはかれ、かつショートスイッチにより各レベルの逆転等はなく安定した動
作が出来る。
【０１１８】
次にＤＤＶＤＨレベルの時は、図２６（ａ）の８１、８３、８４をショートし、昇圧回路
５２を動作させる。これによりミラー液晶駆動に必要なＤＤＶＤＨレベルを生成し、その
他の昇圧回路を停止させることで、低消費電力化が図れ、かつショートスイッチにより各
電源レベルの逆転等はなく安定した動作が出来る。
【０１１９】
次に、図３３に駆動回路５０の端子配置を示す。符号４５１は入力端子領域で、４５２は
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液晶表示パネル（メインパネル）１用の走査信号線端子領域で、４５３は液晶表示パネル
（サブパネル）２００用の走査信号線端子領域である。走査信号線端子領域４５２と４５
３とは、駆動回路５０のサブパネル走査信号用配線３５と走査信号用配線３６とが設けら
れる側の２辺に集中させて設けられている。対して、入力端子領域４５１はフレキシブル
基板３０が接続される側に集中して設けられている。また、フレキシブル基板３０には外
付けコンデンサが搭載されるため、同じ入力端子領域４５１には外付けコンデンサと接続
される端子も設けられている。
【０１２０】
本願発明の液晶表示装置では、２枚の液晶表示パネルの配置によりその走査方法を変更し
たり、昇圧回路の倍率を変更するために、インストラクション信号を用いる。図３４にイ
ンストラクション信号の例を示す。図３４に示すインストラクション信号は１６ビットか
らなるシリアルデータを示している。図中横方向に並んだ１６ビットの信号がインストラ
クション信号として外部から駆動回路５０に伝えられる。図中縦方向に６つインストラク
ション信号を並べて示しているが、図３４のインストラクション信号では、Ｄ１５からＤ
１３までの３ビットがインデックスコードとなっており、インストラクション信号の内容
を区別している。
【０１２１】
インデックスコード（０００）のインストラクション信号では、Ｄ０がスリープモード設
定用のＳＬＰビットとなっており、Ｄ１１が表示オン／オフ設定用のＧＯＮビットとなっ
ている。Ｄ１からＤ３までは、ＡＰビットで内蔵オペアンプの定電流源の定電流量を調整
する。ＡＰ０からＡＰ２までが全て０の場合に、図２７（ａ）の期間Ａとなり、オペアン
プの動作を停止した状態で、昇圧回路出力ＤＤＶＤＨが動作する。Ｄ４からＤ６までは、
ＤＣビットで昇圧回路の昇圧周期を設定する。昇圧周期を速くすると昇圧回路の駆動能力
は高くなるが、消費電流も増加する。Ｄ７からＤ９はＢＴビットで、図２３に示す電源回
路４の昇圧回路５３の昇圧倍率を変更する。
【０１２２】
インデックスコード（００１）のインストラクション信号では、Ｄ１１が機能割付けビッ
トとなっており、Ｄ１１が１と０で各ビットの機能が異なる。まずＤ１１ビットが０の場
合を示す。Ｄ７はＰＯＮビットで、電源ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＶＣＬの動作と停止とを設定す
る。ＰＯＮビット＝１で電源ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＶＣＬの動作が開始して図２７（ａ）の期
間Ｂの動作が設定となる。Ｄ９とＤ１０とはメイン液晶表示パネル用共通電圧ＶＣＯＭ１
とサブ液晶表示パネル用共通電圧ＶＣＯＭ２の出力と停止とを設定する。Ｄ１１ビットが
１の場合では、Ｄ３とＤ４はＭＩビットで、ミラー液晶駆動用クロックＭＣＬＫ＋とクロ
ックＭＣＬＫ－との出力と停止とを設定しする。Ｄ１からＤ３はＭＦＬビットで、入力ク
ロックを分周してミラー液晶駆動用クロックＭＣＬＫ＋とクロックＭＣＬＫ－との交流周
期を調整する。
【０１２３】
インデックスコード（０１０）のインストラクション信号では、Ｄ０からＤ４までがＶＣ
Ｍビットで、サブ液晶表示パネル用共通電圧ＶＣＯＭ２の設定を行う。なお、Ｄ０からＤ
４に（１１１１１）を設定した場合は内蔵ボリュームによる調整を停止し、外付け抵抗に
よる調整を可能とする。Ｄ５からＤ９はＶＤＶビットでメイン液晶表示パネル用共通電圧
ＶＣＯＭ１とサブ液晶表示パネル用共通電圧ＶＣＯＭ２との交流振幅の設定を行う。
【０１２４】
インデックスコード（１１０）のインストラクション信号では、Ｄ０からＤ４までの５ビ
ットが走査信号線の出力開始位置を設定するＳＣ０からＳＣ４ビットとなっており、Ｄ５
からＤ９までの５ビットが走査信号線の有効ライン数を設定するＮＬ０ビットからＮＬ４
ビットとなっており、Ｄ１０が出力方向について順方向か逆方向かを設定するＧＳビット
となっている。インデックスコード（１１１）のインストラクション信号では、Ｄ０とＤ
１の２ビットがインタレースモードのフィールド数を設定するＦＬビットとなっている。
【０１２５】
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なお、インストラクション信号で指定する出力開始位置と有効ライン数では、走査信号線
数を指定することも、１１０ライン出力モード、１００ライン出力モード等のようにモー
ドにより出力ライン数を指定することも可能である。
【０１２６】
【発明の効果】
本願において開示される発明のうち代表的なものによって得られる効果を簡単に説明すれ
ば、下記の通りである。
（１）本発明の液晶表示装置によれば、メインパネルとサブパネルが搭載される携帯機器
において、駆動回路の実装面積を小さくし、駆動回路の配置を自由に選ぶことが可能とな
る。
（２）本発明の液晶表示装置によれば、外付け部品点数を少なくし、携帯に便利な電池を
用いて駆動される液晶表示装置が実現可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略ブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略平面図である。
【図３】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略平面図である。
【図４】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略平面図である。
【図５】本発明の実施の形態の液晶表示装置を示す概略平面図である。
【図６】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる走査信号の駆動方法を示す概略
ブロック図である。
【図７】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる走査信号の駆動方法を示す概略
ブロック図である。
【図８】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる信号の電圧レベルを示す概略タ
イミング図である。
【図９】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路図
である。
【図１０】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１１】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１２】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１３】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１４】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１５】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１６】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路の動作を説明するタ
イミング図である。
【図１７】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１８】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図１９】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図２０】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図２１】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
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【図２２】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる昇圧回路を説明する概略回路
図である。
【図２３】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる電源回路を説明する概略ブロ
ック図である。
【図２４】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる共通電圧の電圧レベルを示す
概略タイミング図である。
【図２５】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路の電源オン時の電源
電圧のレベルを説明する回路図である。
【図２６】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路の電源オン時のショ
ートスイッチを説明する概略回路図である。
【図２７】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路の電源オン時と電源
オフ時の電源電圧のレベルを説明する回路図である。
【図２８】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路のリセット信号を説
明する出力波形図と、概略回路図である。
【図２９】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路のレベルセンス回路
を説明する概略回路図である。
【図３０】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路のリセット信号を説
明する出力波形図と、ローパスフィルタの概略回路図である。
【図３１】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられるミラー用液晶パネルを説明す
る概略ブロック図である。
【図３２】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられるミラー用液晶パネル駆動回路
を説明する概略回路図である。
【図３３】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられる駆動回路の端子配置を説明す
る概略ブロック図である。
【図３４】本発明の実施の形態の液晶表示装置に用いられるインストラクション信号の機
能とビット配置を説明する概略図である。
【符号の説明】
１…メイン液晶表示パネル、２…ＴＦＴ基板、３…コントローラ、４…電源回路、８、９
…表示領域、１０…スイッチング素子（薄膜トランジスタ）、１１…画素部、１２…画素
電極、１５…対向電極、１６、１７…対向電極配線、２０…出力端子、２１…ゲート用出
力端子、２２…ドレイン用出力端子、２３…対向電極用出力端子、２５…接続配線、２６
…液晶表示パネル間接続用フレキシブル基板、２７…ゲート用入力端子、２８…ドレイン
用入力端子、２９…対向電極用入力端子、３０…フレキシブル基板、３１…入力配線、３
２、３３…配線、３４…入力端子、３５…サブパネル走査信号用配線、３６…走査信号用
配線、３８…外部接続部、３９…スリット、４３…メインパネル中心線、４４…サブパネ
ル中心線、５０…駆動回路、５１…外付けコンデンサ、５２、５３、５４、５５…昇圧回
路、５６…可変抵抗器、５７…映像信号線駆動回路、５８、５９…走査信号線駆動回路、
８１…対向電極電圧出力回路、８２…レベル調整回路、８３…サブパネル用対向電極電圧
出力回路、８４…レギュレータ、８６…内部基準電圧生成回路、８７…基準電圧出力回路
、２００…サブ液晶表示パネル、４００…ミラー用液晶パネル、４１０…透過偏光軸可変
部、４１１、４１２…基板、４１５…吸収型偏光部、４１６…電源、４２０…反射型偏光
部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】
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